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   Determination of residual urine in the bladder was studied by means of planimetry on 

the post-voiding cystogram. This method was first devised by Herschman and found to be 

simple and without hazard on the  author's experience.

1.緒 言

老 人 性 泌 尿 器 疾 患 と して,近 年 よ うや く世 人

の注 目を 浴 び て来 た 前 立 腺 肥大 症,前 立 腺 癌 等

の排 尿 障 害 は徐 々に は じ ま り,本 人 自身 や医 師

に も気 付 か れ ず に経 過 し,か つ 相 当量 の残 尿 が

持 続 の た め に,高 度 の 腎機 能障 害 を来 た して か

ら,我 々泌 尿 器 科 専 門 医 を お とつ れ る もの が 少

な くな い.よ つ てi著者 等 は,こ れ ら排 尿 障 害 や

残 尿 量 を早期 に,か つ 安全,容 易 に実 施 す る方

法 を探 索 して 来 た.前 者 の 排尿 障害 の簡 易 な 早

期 発 見 法 と して は,排 尿 流 力 測 定 法Urofio-

metryを 報 告 して来 た(泌 尿 器 科紀 要8巻8号

参 照)後 者 の残 尿 量 は排 尿 後 に カ テ ーテ ル を

膀 胱 に挿 入 して,直 接 に測 定 す る方 法 が従 来 か

ら行 わ れ て い た.こ れ は最 も正 確 に 判定 で き る

方 法 で あ るが,尿 道 の 損 傷 に よ る出血,或 は感

染 等 の危 険 を有 し,患 者 に も或 る程 度 の苦 痛 を

与 え る.こ の た め に,排 泄 性 腎 孟 撮 影 施 行 の 最

後 に,排 尿 後 膀 胱 撮 影 法post-voidingcysto-

graphyを 行 い,そ の膀 胱 像 よ り経 験 的 に残 尿 量

を 推 定 す る方 法 が と られ て来 た.こ れ を よ り一

層,正 確 な も の にす る た め に,Hershman

(1960)は 排 尿 障 碍 の あ る100例 につ いてpost-

voidingcystogramを 得 て,そ の膀 胱 像 の面 積

とそ の時 の残 尿 量 を測 定 し,一 定 の相 関 々係 を

求 め て,残 尿 量 測 定 の 基 準 を作 成 した.著 者 等

は,こ れ に準 じて追 試 した の で,そ の 結 果 を報

告 す る.

2.測 定 法 及 び 測 定 結 果

Herschmanは 前立腺肥大症 等の排尿障碍者100例

に,排 泄性腎孟撮影施行の最後,即 ち造 影剤の殆 どが

膀胱に流出した頃に排尿を命 じて,排 尿後膀胱撮影を

行い,そ の直後に カテーテルを挿入 して残尿量を測定

し,膀 胱像は プラニ メータで面積測定 を行つ ている.

立体的な膀胱容量 を投射 した フイルム面上の平面像で

測定す るので・不合理 な点 もあるが,得 た る残尿量 と

の間に一定の相関凌係を得ている.

著者等はHerschmanの 方法に準 じたのであるが,

排泄性腎孟撮影施行 のすべての患者に膀胱 撮 影 を 行

い・その時の排尿量 を測定 し・排尿障害者のみにカテ

ーテルを挿入 して尿量 を測定 した・膀胱像の測定は補

正 プラニメーターcompensatingpolarplanimeter
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を使用 し,如 何なる不規則な形を呈 して も,そ の面積

を計測することがで きる(第1図)97例 に実施 して

第2図 の如 き相関 々係を得 る こ とが で き,こ れ は

Herschmanの 得たるもの と略 々同様であ る,こ の グ

ラフより,排 尿障害者の残尿量の検討を行つた.

ib7

76%ウ ログ ラフ イ ソ20ccを 静注 して排 泄性 腎 孟 撮

影 を行 い,静 注 後30分 に膀 胱 撮 影 及 び排 尿 後膀 胱 撮 影

を行 つ た(第3図)こ の時 の 自尿は40ccで あ つ

た.こ の排 尿 後膀 胱 撮 影像 を プ ラ ニ メー ターで 測 定す

る と46cm2で あ り,第2図 の グ ラフ よ り残 尿 量 を換

算 す る と約126ccと な る.実 際 に ネ ラ トン氏 カテ ー

テル を挿 入 して測 定 す る と120ccで あ る.そ の誤 差

は6ccと 僅小 で あつ た.
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第1図 補 正 プ ラ ニ メー タ

自 蔽 例1『¶鮒

・ ・/…

リ コ のノ 　

.9v.㌃'
ロ お ろ 　ロ

9
σ 身.`… ●●ココ リ

コ

..》 影 言'

,滞 ら

グ

Z463101214161Spm2224262S303234(xlO)Ct

第2図

3.自 験 症 例

症 例=HA,64オ,6,前 立 腺 肥大 症.

4.考 案

血
.「4印

△
第3図 排尿後膀胱撮影像(前 立腺肥大症)

患 者 に何 等 の苦 痛 を与 え な い残 尿 量 測定 法 と

して,Herschmanの 方 法 に準 じて,膀 胱 像 の

面 積測 定 を 行 い,膀 胱 容量 との間 に一定 の相 関

々係の グ ラ フを得 る こ とが で きた .こ の グ ラフ

を利 用 す る こ とに よつ て,排 泄 性 腎 孟撮 影時 の

排 尿 後 膀胱 撮 影 像 よ り簡単 に残 尿 量 を 測定 す る

こ とが 出来 る よ うに なつ た .自 験 例 にお い て,

この グ ラフ を利 用 して検 討 した が その 誤 差 は 僅

小 で あ つ た.

近年,人 間 ドッ クを利 用 す る世 人 が 増 え た

が,泌 尿 器 科 的 検査 が殆 ど行 われ て いな い状 態

で あ る.せ めて 排泄 性 腎 孟撮 影法 ぐら いを 施 行

して,排 尿 後膀 胱 撮 影 法 を行 い,残 尿 の有 無,

及 び残 尿 量 の測 定検 査 は老 人 の場 合 には 特 に 必

要 で あ り,本 法 の有 用性 を強 調 した い.

Claunch等(1961)はDiodrastI・3・ を 利 用

して,排 尿 後 の 膀胱 部の カ ウ ン ト数 よ り残 尿 量

を 測定 して い るが,こ れ も便 利 な方 法 と考 え ら

れ,レ ノ グ ラム検査 時 に簡単 に実 施 で き る と思

わ れ る.著 者 等 の大 学 に は,レ ノグ ラム検 査 装

置 が な く追 試 で きな い こ とを 残 念 に 思 つ て い

る.

5.結 語

著 者 等 はHerschmanの 方 法 に準 じて,排 尿

後 膀胱 撮 影像 の面 積 測定 よ り,簡 単 か つ安 全 に

残 尿 量 の 測定 を なす 方 法 を追 試 し,自 験例 を述

べ た.
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